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幼児の墓礎的運動技能における
Motor Patternの発達

-2一 幼児の立幅跳におけるJumping Pattern の発達過程

宮 丸 凱 史

1緒 言

(1 ) 幼児の運動能力の発達については， 従来から多くの報告がなされているが， それら
ほ身体発達に着目して形態や機能の年令による変化から論じたものや， 運動能力検査によ
るperformanceの経年的変化をとらえて発達の傾向を検討した 1 , 2 , 3)ものが多い。 また，
運動に関する課題行動がいつ獲得されるかを調べることによって運動の発達検査法として
基準化されたもの4

,
5) もみられる。

しかし， 幼児の運動能力の発達については， もう 一つの見方として， 運動課題に対する
運動のしかた，すなわちMotorPatternそのものについてその発達をとらえる必要がある。

走・跳•投などの基礎的な運動技能は， 系統発生的に獲得されるものであり， 身体的に
欠陥のない限り誰もがある年令になれば， 走ったり， 跳んだりすることができるようにな
る。 そして， これらの甚礎運動技能におけるperformanceほ， 幼児の段階において経年
的に著しく増大することが明らかにされている。 このperformanceの経年的増大は， そ
の間の身長・体重などの形態的な発育や筋力などの機能的発達を示す指標であると同時に，
獲得された skillがその後の maturationやpractice などの影響によって生ずる運動の
しかたの変化， いわゆるMotor Patternの発達をも含めた指標としてとらえておくべき
である。

実際に幼児の運動を観察すると， 我々が知っているよりはるかに多くのことがよくでき
るのに驚かされる。 したがって， 幼児がいつ頃， どんな運動を， どのようなやり方で行な
ぃ， その後どのように変化していくのかは興味ある問題である。

子供ほ誰でも基礎運動技能においてまず極めて初歩的な未熟なフォ ー ムをしており， そ
の後はすみやかに洗練されていくと考えられる。 そこで， その過程を運動学的な立場から
把握することは， 幼児の運動能力の発達の一面をとらえるだけにとどまらず， 基礎的運動
技術の発育発達による影響や変化の過程を知ることでもあると考える。

(2) 幼児の運動を観察や撮影などによってとらえたものは， Gesel16) の乳幼児の運動の
発達に関する研究が代表的な報告といえるが， 幼児の運動をMotor Patternの発達とい
う立場から運動学的にとらえたものとしては， Wickstrom7> , Halverson8> , Hellebrandt9> , 
らのRunning, Jumping, Throwing, Kickingなどの基礎的運動技能に関する研究があ
げられる。

Halverson11>は， 幼児の基礎的運動技能におけるMotor Patternの発達に関する研究
においては， つぎのような3つの段階が必要であることを強調している。

① Analysis of mature performance and motor pattern in fundamental motor 
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skills. 

最初は熟練した成人のMotor Patternを詳細に分析することである。 そのことは運動

技能の熟達した段階についての情報を得ることであり，子供のMotor Pattern の発達の

レベルを評価するための背影を与えてくれることを意味している。

② Observation of developmental changes in motor pattern of young children. 

次には，幼児のMotor Patternを経年的に観察し，分析して，①を基礎としてその発

達の過程を明らかにすることが必要であることを説明している。

⑧ Observation of the effect of environmental conditions in influencing the 

emergence and development of motor patterns in children. 

さらに，幼児のMotor Pattern の出現とその発達に対しての環境条件の影響を観察す

ることが必要であり，幼児の運動場面のセットによる patternの誘導や，patternを洗練

させるのに役立つ企画，また子供の運動反応に影響する用具やストレスについて，などの

観察が大切であることを指摘している。

これは，幼児のMotor Patternの発達をとらえるための手順を示している。

したがってHalversonのいう第1 段階がすでにとらえられている運動技能，すなわち

mature pattern がかなり 運動学的に明確にされている RunningやJumping などの

skillについては，幼児の運動をとらえて観察し，分析することがまず可能であるといえ

る。

このような考え方にもとづいて，筆者は幼児のRunning,JumpingのMotorPattern 

について具体的な運動動作をとらえて，その発達を明らかにしようと試みてきている。

そこで，Running Patternの発達に関する報告 12> (1972)に続いて，今回は2オ～6オ

の男児の立幅跳におけるMotor Patternをとりあげ，この年令の幼児がどのような跳び

方を示すか，また，それらの経年的な変化を熟練した patterへの洗練の過程としてとら

ぇ，この間の発達の傾向を明らかにしようとこの研究を行なった。

(3) 幼児のJumping Patternの発達に関する研究としては，まずHellebrandt9) らの

すぐれた成果がある。 彼等は， 生後1 4カ月から11 オまでの男児を被験者として，縦断

的な観察をも含めて立幅跳のJumping Patternの発達について報告し て い る。 そして

Jumpingそれ自体は，要求される mechanical forceを動員するメカニズムの発達や成

長と足並みをそろえて漸次出現する系統発生的に獲得されるものであるが，直立姿勢から

水平距離を跳ぶために空中へ身体を投げ出す立幅跳は，learningと practiceを通して身

につけられる個体発生的な獲得であると述べており，立幅跳のJumping Patternの出現

から，その発達の過程についての興味ある結果を報告している。

Halverson8 · 16> vま，幼児の立幅跳の踏切局面をとりあげ，そのMotor Pattern の発達

を述べているとともに， Zimmerman18> , Wilson14) らの立幅跳に関する研究を引用し，

特に子供の立幅跳の踏切における脚の動作をとらえて，幼児のJumping Patternにおい
ては，重力の利用が踏切のメカニックスとしての重要なファクタ ーであり，踏切での下腿

の前傾に着目した報告をしている 15)
0 

Wickstrom7) もJumping Patternの発達について垂直跳や立幅跳をとりあげて詳細に

述べている。 特に立幅跳の跳び方については，preparatory crouch, arm swing, take-off 

angle, body extension,空間での thigh flexion,着地での leg angle などをあげてそ
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の発達の傾向を指摘している。

また， 辻野・後藤10
) らは， 2オ児から成人までの発育段階における立幅跳の動作特性に

ついて筋電図的考察を加え， 4オ～8オが成人パク ーンヘの移行期であると報告している。

これらの多くの報告は， 幼児の段階において， 立幅跳の跳び方そのものが年令とともに

変化し， 熟練したフォ ー ムヘの洗練の過程をたどることを述べるとともに， 立幅跳らしさ

をほのめかすような初期の両足ジャンプ (incipient two-f ooted jump ) を示すのは， 2

才頃からであることを指摘している。

このような成果をふまえると， 幼児の立幅跳における J umping Pattern の発達を明ら

かにするためには， 立幅跳がようやくできるようになると思われる2オ児から， その動作

をとらえる必要があり， また年令を追って具体的な幼児の跳躍フォ ー ムをできるだけ多く

分析することが要求される。

そこで今回は， 2オ～6オの男児の立幅跳のフォ ー ムを映画撮影によって実験的にとら

ぇ， 継続研究の第1段階として， 立幅跳の主要局面である踏切動作を中心としてフィルム

分析を行ない， 横断的な考察から跳躍動作にみられる経年的な変化を手がかりに， Jump­

ing Pattern の発達傾向の一面をとらえようとした。

II 実 験 方 法

幼児体育教室に参加している3オから6オの男児61 名と， 2オ男児4名を加え計 65 名

のいずれも健康な幼児を被験者とした。

被験者の身体的特徴は T ab le 1 に 示したようであった。

Table 1. Physical characteristics of the subjects 

Subjects (Boys) I 
I
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2-year-old 4 2 ~5 94.17 14.00 
3-year-old 18 3 ~5 97 .79 14.50 
4-year-old 21 4 ~6 103 .03 15.70 
5-year-old 15 5 ~ 6 109.75 17 .52 
6-year-old 7 6 ~ 4 115. 45 19.50 

これら 65 名の男児に， 数回の試行のあと立幅跳を実験的に跳躍させ， 2 現象同時撮影

装置によって電気ストップウォッチの文字放電管による 1/100秒 単位の時間 を組み込ん

だ 16mm 、ンネ・カメラ (Bolex H 16 RX ) で幼児の立幅跳の動作を側面から撮影した。

(64. f. p. s)。

同時に歪ゲ ージ（strai n- gaug e) を利用した力量測定台を用いて， 踏切における接地カ

を垂直分カ・水乎分 力に分けて測定し， 電気的に増幅して力量の変化を記録した。

これらのフィルムを :fiIm m otion analyz er によって分析し， 各コマに映し込まれてい

る1/100秒単位の時間と跳躍動作との関連から， 身体各部の動作をとらえるとともに， 踏

切時間や滞空時間なども極めて正確に算出することができた。

また， 踏切での接地 力の分析から， 踏切での最大力量および最大力量／体重を算出した。



幼児の基礎的運動技能におけるMotor Patternの発達 43 

Fig. 1-1. Jumping form of 2-year-old 
boy. (43cm) 

Fig. 1-4. Jumping form of 3-year-old 
boy. (56cm) 

Fig. 1-2. Jumping form of 2-year-old 
boy. (58cm) 

Fig. 1-3. Jumping form of 2-year-old 
boy. (25cm) 

Fig. 1-5. Jumping form of 3-year-old 
boy. (63cm) 

Fig. 1-6. Jumping form of 3-year-old 
boy. (83cm) 

III結果と考察

(1) 幼児の立幅跳の跳躍フォ ー ム
実験で撮影した フィルムから， 被験者全員の跳躍フォ ー ムを正確に写し取って作図した。

その中から， 各年令グルー プについて p erf orm ance の異なる3例を選び， 幼児の代表的

な跳躍フォ ー ム 15 例を示したのがFig. 1-1 .~Fig. 1-15. である。

Fig. 1 のフォ ー ムを観察すると， 詳細な分析は今後の考察を待っとして も， この年令

での跳躍フォ ー ムが加令とともに， しだいに変化していくことが判り， J umpi ng Pattern 

の発達をうかがい知れる。

(2) 年令（こともなう跳躍記録の変化
2オから 6オまでの各年令 グルー プ別に立幅跳の 跳躍記録の乎均値を算出すると，

Table 2のようであった。
幼児の立幅跳の記録の年令にともなう変化については， 児童母性研究会l

) (1 9 42~4 年）
や松田・近藤8) らの報告がある。

そこで， 今回の跳躍記録の経年的変化をFig. 2 に示し， 図の中に児童母性研究会の3
オから6オの男児の記録をプロ ットしておいた。

3オ児の記録においては， 今回の結果の方がやや優れているが， 全体的にはほぼ同じ傾
向であり跳躍記録は2オから6オまで着実に増大していた。

この跳躍記録の経年的増大は， 跳躍力の評価の基準を示しているが， 実際には年少の幼
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Fig. 1-7. Jumping form of 4-year-old 
boy. (71 cm) 

Fig. 1-8. Jumping form of 4-year-old 
boy. (100 cm) 

Fig. 1-9. Jumping form of 4-year-old 
boy. (108 cm) 

児で は， 全力で 最大 水平距離を 跳ぶことの

理解や努力が あいま いであると いうような

精神発達の レベルをも 含めて， 体力やスキ

ルの 発達などを トータルし たものを 示す指

標であり， ここで はこの 間の年令にともな

う一般的傾向として 容認してお くこととし

たい。

そして， 今回の 被験者にみら れる p er·

f orm ance の 経年的増大を 妥当な前提条件

として Jumping P atternの 発達をとら え

る ことにし た。

(3)踏切時間と滞空時間の変化

幼児の 立幅跳における 踏切時間と 滞空時

間の年令にともなう変化 はTab le 2およ び

Fig. 3 に 示し たようであった。

踏切時間に ついて は， 跳 躍の 準備の ため

にも っとも 深くかがみ 込んだ時から 踏切の

瞬間までとして， その 時間を 算出し た。

踏切時間は， 2オから6オまで経年的に

. .  

Fig. 1-:-10. Jumping form of 5-year-old 
boy. (106 cm) 

， 

Fig. 1-11. Jumping form of 5-year-old 
boy. (110 cm) 

Fig. 1-1 2. Jumping form of 5-year-old 
boy. (1 21 cm) 

賃心

＂

）

Fig. 1-13. Jumping form of 6-year,old 
boy. (1 21 cm) 

Fig. 1-14. Jumping form of 6-year-old 
boy. (130 cm) 

Fig. 1-15. Jumping form of 6-year-old 
boy. (160 cm) 
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Table 2. Effects of jump record, take-off time and flight time 

of the standing broad jump on preschool boys 

Jump Recoad (cm.) Time of Taking-off Time of F(sliegch.) t 
(sec.) 

2-year-old 46.00 (13.6) 0.28 (0.10) 0.25 (0.05) 

3-year-old 73. 61 (17. 8) 0.28 (0.03) 0.30 (0.03) 

4-year-old 86.35 (17.4) 0.27 (0.05) 0.32 (0.04) 

5-year-old 105.80 (13.1) 0.30 (0.01) 0.32 (0.03) 

6-year-old 112.42 (9.8) 0.36 (0.01) 0.33 (0.05) 

＊ （ ）・・・ •Standard Deviation. 
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Fig. 2. Comparison of jumping record of the standing 

broad jump on preschool boys 
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増大し，特に4オから6オにかけて著しく増大していた。

これは，踏切動作の年令にともなう変化と関連しており，後述する踏切での脚の動作や

キックカの経年的増大と対応しているといえる。
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滞空時間も，年令にともなって増大しており，これらの時間の増大は，年令が増すにつ

れて踏切や空中でより大きな動作が可能となり，運動量の増大の傾向を示している。

(4) 踏切における脚の各関節の屈曲と伸展および身体や下腿の前傾の変化

立幅跳の踏切動作は，筋の収縮によって引き起こされる脚の屈曲と伸展の過程ともいえ

る。その結果，生理的ニネルギーが機械的エネルギーとなり，運動ニネルギーに転換され

て跳躍動作を発現させる。

したがって，踏切動作における各関節の運動範囲を，最大屈曲の角度と最大伸展の角度

としてとらえて，その年令による変化を考察することによって，幼児の踏切動作における

Motor Patternの発達の一面を把握することができる。

フィルムの分析から，以下の7項目について計測した。

跳躍のための予備的かがみ込み (preliminarycrouch)における。

① 膝関節の屈曲角度 (Kneeflexion)最小値

② 腰関節の屈曲角度 (Hipflexion)最小値

踏切の瞬間における

③ 膝関節の伸展角度 (Kneeextension) 

④ 腰関節の伸展角度 (Hipextension) 

⑤ 中足骨関節の屈曲角度，すなわちかかとの床面からの引きあげ角度

(Matatarsal-Phalangeal flexion) 

⑥ 下腿の前傾角度（床面となす角度） （Inclination of lower-leg) 

⑦ 身体の前傾角度（垂直面からの前方への傾斜） （Body lean) 

そして，それぞれの角度についての年令別平均値を算出すると， Table3のようになっ

た。また，その年令による変化を図示したのが Fig.4である。

2-year-old 

3-year-old 

4-year-old 

5-year-old 

6-year-old 

Table 3. Effects of angular analysis of the leg motion at the take-off 
for the standing broad jump on preschool boys 

At the Preliminary At the Moment of Taking-off 
Crouch 

Knee- Hip- Mata tarsal Body 
Knee-

FHleipx-ion 
Phalangeal 

Flexion Extension Extension Flexion Lean 

96.50° 79.25° 144.24° 150.88° 41.37° 18.00° 

90.83° 77.14° 145.28° 166.94° 60.43° 24.64° 

90.69° 76.95° 148.90° 168.62° 63.88° 25.60° 

86.56° 68.76° 150.63° 172.63° 75.40° 32.90° 

84.42° 67.50° 150.28° 175.08° 72.28° 29.57° 

a) 膝関節と腰関節の屈曲

Lower-
Leg 
Lean 

55.75° 

41. 75° 

43.14° 

37.80° 

34.33° 

予備的なかがみ込みにおける膝関節の最大屈曲は， 2オ児の平均 96.5度から 6オ児の

平均 84.4度まで年令とともしだいに深くなっていた。

同様に腰関節の屈曲も 2オ児の平均 79.2度からしだいに増加し， 5～6オ児では 67~
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68度とさらに屈曲が深くなっていた。

このことは，年令が増すにつれて踏切動作

においてかがみ込みをより深くすることがで

きるようになることを示している。

(b) 踏切の瞬間における各関節の伸展

予備的なかがみ込みにおける膝関節・腰関

節の屈曲に対応して，踏切の瞬間における膝

関節・腰関節の伸展角度も年令とともに着実

に増大していた。

さらに，中足骨関節の屈曲角度をかかとの

引きあげの程度としてとらえた結果は， 2オ

児の平均が41.37度と極めて小さいが， 3オ

児からは著しく大きくなり，経年的に増大が

明らかであった。

このことは，踏切の瞬間において腰・膝・

足首の各関節をより大きく伸展させて踏み切

れるようになることを示している。

以上のような結果から，幼児の踏切動作に

おける下肢の各関節の屈曲伸展はともに経年

的に増大し，その運動範囲もまた2オ児から

6オ児まで年令が増すにつれて著しく増大し

2 3 4 5 6Age・（炉冨）

Fig. 4. Changes of 7 each angle of 

the leg motion of the take-off 

for the standing brood jump on 

preschool boys 

ているといえる。

この結果は，踏切時間や後述する踏切での

キックカの経年的増大と対応しており，

がってこの間の幼児の踏切動作は， しだいに

大きな Motionによって，踏切の連動量を増

した

大させるように発達していくとみなされる。

(c) 踏切の瞬間における身体と脚の前傾

立幅跳は，水平方向への最大距離を求める跳躍であり，前方への大きな運動量が
要求さ

れる。したがって，踏切局面において身体重心をより前方へ運び出す必要があり
，立幅跳

の踏切のメカニックスにおいては，身体を屈曲・伸展させて生ずる musucula
rmotive 

forceとともに，重力の水平分力の効果によって生ずる gravitational motive forceを

利用することが重要なファクターといえる。

したがって，踏切におけるこうした要因のための動作は，踏切の最後での身体の
前傾角

度と脚の動作にあらわれる下腿の前傾角度によってとらえることが可能といえる。

そうした意味から，幼児の踏切動作における 2つの角度を計測し，年令別にその
変化を

とらえた結果 (Fig.4) ともに2オ児から6オ児まで年令とともに前傾が増大していた
。

特に下腿の前傾角度は， Table4にその事例を示したように，踏切のかがみ込み
の状態

でかかとが離床した時から，つま先が離床するまでの間， どの幼児もその値はほ
ぼコンス

タントであり，その間の角度の変動は 8~10度以内しかみられなかった。
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Table 4. Changes of the inclination of lower-leg at the take-off phase 

Example-1 3-year-old boy (jumping record 76.0 cm.) 

Seconds before 
.27 .20 .16 .12 .08 .04 0 (take-off) take-off 

AoiEf nngxcllloae iwmnoeapf rtil-eloth-en 2 g e 
50° 42° 43° 46° 44° 47° 48° 

4-year-old boy (jumping record 112.0 cm) 

Seconds before 
.30 25. .20 .16 .12 .06 0 (take-off) take-off 

Aningcle li of the 
nrtion 38° 36° 35° 30° 32° 34° 38° 

of lower-leg 

* The inclination of the lower-leg is constant within a few degrees from the time the 
heels leave the ground until take-off. 

したがって，この下腿の前傾角度の経年的減少の傾向は，身体重心が不安定な状態にお

かれる踏切の瞬間にあらわれるだけではなく，踏切動作の開始から明らかにみられる前傾

の経年的な変化であり，跳躍運動のスキルとして，幼児の踏切動作における MotorPa-

tternの発達を示すものといえる。

(5) 踏切におけるキックカの変化

幼児の立幅跳の踏切における接地力の力曲線は代表的な事例を示すと Fig.5のようで

あった。

実験条件から， 2オ児については測定できなかったが， 3オから6オの幼児の踏切におけ

るキックカの垂直分力と水平分力の最大力量とその体重比を求め，年令別に平均値を算出

--V̀  J
 

1---l.Osec.—-4 
~ time mark 

vertical component 

do~~へ\-/max. --へ＼ノ
55.7 kg. 45.3 

backward max. 
↑ ず／一一ー、10.0 

↓―----、ーノ max．一――-、-ノ
downward 33.9kg. - 38.9 

horizontal 

/--―、一
9.0 

4o,p.ar-5month-old 
(74cm.) 

一33.9 max. 
back?ard-／一へ互．7

horizontal component 

↑ - ／--＼竺 ----~4.7
6year-5month-old 5year-2month-old 5year-3month-old 
(130cm.) - (120cm) ・ (103cm.) 

ム四-6month-old
(71 cm.) 

vertical component 

＿―ー、
23. 5 

component 

--—--、
89 

一36.2 

13.2 /----、
喰 ar-6month-oId
(93cm.) 

3y四r-5month-old
(70 cm.) 

27.2 

5.0 ←.,.. 

3四r—3mon1h""'.Old
(40cm.) 

Fig. 5. Force curve of kicking at the take-off for the standing broad 
jump on preschool boys 
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Table 5. Effects of analysis of the kicking force at the take-off for 
the standing broad jump on preschool boys 

Body I Vertical Component I Horizontal Component 

Weight 
Max. Force I..,.,・m I Max. Force F-H/F-v 

(Kg.) I (F_v) (Kg.) F-v/W (F -H) (Kg.) F-H/W 

-・ 

3-year-old 14.50 I 32.21 I 2.os I 9.s1 I 0.61 I o.3o 
(1.58) I (4.32) I (0.61) I (2.76) I (0.17) 

4-year-old 15.70 I 34.12 I 2.11 I 11.84 I o.74 I o.34 
i (1.47) I (5.01) I (0.31) I (3.48) I co.22) 

| 

5-year-old i 1 17.52 I 43.12 I 2.44 I 16.38 I 0.96 I 0.38 
(2.66) I (9.52) I C0.40) I (3.81) I co.22) 

6-year-old i 
I 19.50 ¥ 48.40 ¥ 2.41 ¥ 18.85 ¥ 0.95 I 0.37 
(2. n) I c1.82) I co.24) I c2.03) I <0.14) 

＊ （ ） ・・• • Standard Deviation 

すると Table5のような結果となった。

また，年令にともなう変化は Fig.6の

ようであった。

垂直分力での最大力量は， 3オ児の乎均

32kgから6オ児の平均 48kgまで，体重

比にして， 2.08から 2.41まで経年的増大

を示していた。

水平分力の最大力量は， 3オ児の平均が

9.8kgであったが6オ児の平均では 18.8

kgと約2倍となり，体重比では 0.67rv

0.95まで， いずれも経年的に著しい増大

を示した。

水乎分力の後方への最大力量 (F-H)を垂

直分力の最大力量 (F-v)との比としてとら

えると， 3オ児では F這 /F-vが0.3であっ

たが， 5オ・ 6オ児では 0.37~0.38とな

っていた。

また，垂直分力の力曲線の考察から，年

令が増すにつれて踏切動作での予備的なか

がみ込みによる反動動作をより有効に利用するようになることがわかった。

このような結果は，幼児が3オから 6オの間に take-offpowerを経年的に増大させる

とともに，水平距離を求める立幅跳らしい踏切動作がしだいに可能になることを示してお

り，踏切での地面反力の分析からみた。幼児の JumpingPatternの発逹の一面といえる。

(6) 踏切動作における両足の同時性と片足先行

幼児の立幅跳の踏切動作においては， 両足同時踏切 (synchronoustwo-footed take-

off)ができる者が年少の幼児ほど少なく，それに対して片足の先行による踏切 (stepping-

take-off with one foot read) (Fig. lrv3, Fig. lrv6参照）がかなりみられた。同様の

(Kg.) 
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Table 6. Effects of classification of the l eg-motion-pattern at the tak e-off 
and the landing in standing brood jump on preschool boys 

Landing Phase 

Synchronous I Stepping- I Total 
Two-footed I Landing w ith 

Landing I on e foot read ---1 --
2-year-old ° | (1 mt 、 I! （25し ） 1 （75土 ） （10t %）

4-year-old I 

5-year-old 

6-year-old 

4 I · 14 I 18 
2 %) I (77. s %) I (100 

.L .L  .L ‘’ 8 I 13 I 21 
(52.4 % ）  I (47 .6 % ）  

I 
(38.1 %）  | （61.9 % ）  （100 %） 

9 | 6 5  | 10 1 15 
(60.0 %) I (30.0 %) I (33.3 %) I (66.7 %)  I <100 %) 

7 0 1 5 2  7 
(100 % )  I - i (71.4 %) I ( 28.6 %) I (100 %) _, ___ 一

Total | 38 . 27 1 23 42 65 
(58.4% ）  I (41.5 % ）

,i 
(35.4 % ）  （64.6 % ）  （100 % ）  

ことが 着地動作 にもあらわれ て いた。

そこで， この 2 つの Moti on P atternのあらわれ方を年令別 に調べ て， その人数と割合

を 示すと Tab le6 のよ うな結果となった。

踏切での動作 につ い ては， 2 オ児は 4 人 ( 100%） とも stepping- off をして いたが ， 年

令が増すにつれ て step- off による 踏切動作 をする 者は 減少し， 6 オ児 では 7人 ( 100%)

とも両足同時踏切をして いた。

着地にお い て も， 両足同時の着地をする者の 割合は， 加令とともに増加 し， 一方 step­

ping による着地は 経年的 に減少して い く 傾向 にあった。

この結果から， 踏切動作 に お ける両足同時性が年令とともに確立され， stepping- off が

しだ い に 消失して い く 傾向は， 幼児の Jumping Pattern の発達を 示すものとして とらえ

てよ いであろ う。 また， この 時期における steping- off の 経年的 消失は， 幼児の jumping

be havior の 出 現からの 一連の発達過程としてとらえる ことが できる。

Hellebrand t9) ら (1961) は， 14 カ 月から 21 カ 月 の幼児の Jumping P attern の 出 現

を実験や観 察 によっ て 明らか にし て いる。 この年代では， 同 じ床面 での ジ ャ ン プが 困難で

あるので， まず低 い 台からの跳びお り を行なわせ て いた。

その結果から， 年 少の幼児が立幅跳を行なえるよ うになるまでの過程をみると， まず 台

上で， ①立ち 止っ てた めら うこと ( hesitation) ， ②台上での バ ラ ンスの保持 (m aintenance

of balance)， ⑧少し前進する こと (progression)， であった。 その後， ょ うや く ④片足を

踏み 出 して 降 り る こと (stepping- off an elevation) が できたが ， それは 四足歩行の パ ク ー

ン（ 同側の 上 ・ 下 肢をいっ し ょ に運 び 出す歩きかた） と同 じ 四 肢の動作 であった。 そして
つ ぎには ⑤片足の 踏み 出 しでほ んの瞬間宙に浮 く こと（m om entary suspension) ができる

よ うにな り ， やが て 21 カ 月 ぐら い で⑥両足同時ではな いが， 初期の 両足ジ ャ ン プ (incipient

tw o-f ooted jump) を ほのめかすよ うな step- off を 示 した。 その後， 2 オ以後 になっ て床

面 での跳躍 も可 能 とな り ⑦しだ い に stepping- off は 消失して 両足同時踏切ができるように
なる， と報告して いる 。
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Fig. 7 .  5-types of arm motion in the 
standing broad jump on preschool boys' 

したがって ， こ の よ う tよ J umpl ng

behavior の出現からの 連続する J um­

ping Patternの発達過程 の 中で 今回の

結果をとらえることが可能であり ， 年少

の 幼児の step- off は 初期の patternの

残存であるとみる ことができる。 そし て ，

このような経 年的変化は ， 踏切動作から

みた J umping Patternの重 要な発達傾

向であるといえる。

( 7) 踏切に お け る 腕の動作の変化

幼児の立 幅跳のフ ォ ー ムでの 腕の動作

にはさま ざまのものがみら れるが ， 年少

の 幼児の中には跳躍のために 有効とはみ

なさ れない動作が 多い。

そ こで ， 今回の 6 5 名の 腕の動作を 類

型化して みた結果 ， Fig. 7 に示したよ

う な 5つの 代表的な 類型に分けることが

できた。

5つの 類型は ， つ ぎのようなもの であ

る。

Ty pe-A … • • バ ッ ク ・ ス ウ ィ ン グに続 い て 後方か ら前上方へ の 大 き な 動作での 有効 な

ス ウ ィ ン グ型。 (Mature Pattern)。

Ty pe-B … • • バ ック・ス ウ ィ ン グはなく ， 腕を下方 へ ぶらさげた状態から ， ス ケ ー ル

の小さい前方 へのス ウ ィ ン グ型。

Ty pe-C … • • ぶらさ げた状態から ， 肘を 曲げる程度の小さな動作しかみら れない 型。

Ty pe-D … • • ぶらさ げた状態から 外側へ腕を 引きあ げ， 肩が 緊張をともなった 収縮を
する 型。

Ty pe-E … • • 跳躍方向に対して 逆方向 （後方 ） へのス ウ ィ ン グ型。

（鳥の 翼に 似ているので H ellebr andtらによ れば w inging 型9)という ）

この 5 つの 類型をもとにして ， 幼児の 腕の動作を分 類し，年令別にその 人 数と 年令別 総

数を1 0 0 % とした 割合を 求めると T able7 のようになった。

この 結 果 ， 2オ児では C • D· Eのタ イ プしかみら れないが ， 3オ児では Bタ イ プが2 7 %

程度出現し ， 4オ児では C • D • Eのタ イ プもあるが ， その 57 ％ は Bタ イ プであった。

有効な 腕の動作とさ れている Aタ イ プは ， 2オ から4オではみら れなかったが ， 5オ児

では7 人 (4 6 %)が Aタ イ プであり ， Bタ イ プ3 人 (2 0 %） と 合せて 約 67 % の 者が前方

へのス ウ ィ ン グ型をしていた。

さらに ， 6オ児では Cタ イ プが 1 人あったが ， 全体の8 5% は前方ス ウ ィ ン グ型であり ，

そのうち 57 ％ は ， 成人の熟 練した パタ ー ンと 同 じ Aタ イ プの 腕の動作を示していた。

こ れらの結果から ， 2オから6オまで ， 腕の動作は 年令とともに 未熟な C·D • Eのタ イ

プから Bタ イ プヘ ， さらに mature patternにみら れる Aタ イ プヘと変化していくこと
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Table 7. Effects of classification of the arm-motion-type at the take-off 
for the standing broad jump on preschool boys 

Type-A Type-B Type-C I Type-D I Type-E 

1 2 1 2-year-old (25 % )  (50 %)  (25 %) 
5 2 6 5 3-year-old (27 . 8 %) (11 . 1  %)  (33 . 3 % )  (27 . 8% )  

4-year-old 12 1 6 2 
(57 . 2 % )  ( 4 . 8 %) (28 . 5 %)  ( 9 . 5 % )  

7 3 4 1 5-year-old (46 . 7 % )  (20 . 0 % )  (26 . 7% ) ( 6 . 6 % )  
4 2 1 6-year-old (57 . 1  % )  (28 . 6 %) (14 . 3 % )  

11  22 5 18 ， Total (16 . 9 %)  (33 . 9 % )  ( 7 . 7 % )  (27 . 7 %) (13 . 8 % )  

がわかる。

Total 

4 
(100 % )  

18 
(100 %)  

21 
(100 %)  

15  
(100 %)  

7 
(100% )  

65 
(100 %)  

この ことは， 腕の動 作が年令とともに， 踏切でより有効に用いられるようになり， 踏切
での tak e- offpow er, 踏切時間， 脚の各関節の運動 範囲などの経年的増大と対応 し てみら
れる幼児の Jumpin g Pattern の 発達傾向と考え て よ い で あ ろ う 。

H alv er son18) は 「立幅 跳での下肢の動作は系統発生的に獲得され ており， 幼児のかなり
早期から発達がみられるが， 跳躍に運動 量を加 える腕の動作の完成は， 比較的おくれ てな
されるものであり ， 学習経験によっ て生まれる ス キ ルである。 したがっ て 初期には腕の動
作はまとまらず， た めらいがみられる。」 と説明し ている。

また， H ellebr andt9) らも ， 幼児の立 幅跳の腕の動 作につい ての考 察から ， 「上肢は，
は じ めは運動方 向と反対に動かす ことによっ て運動に ブ レ ー キをかけ ているが， や が て 踏
切から 空中で上方にあ げ て バ ラ ン スを保持する ための stabi liz er とし て 用いられ ， 最後に
は， 脚の 伸長筋によっ て 発現される運動 量を増大さ せるのに役立つようになる。」 と結論
し ている。

今回の結果は このような報告と， 一致し ており ， この腕の動作の発達の過程は， 幼児の
Jumping Patter nの発達をとらえるた めの重 要な 要素であるとみなされる。

(8) 幼児の立幅跳の踏切動作に お け る Jumping Pattern の発達
今回の結果から ， 幼児の立幅 跳の踏切動作における JumpingPatter nは， 身長・体重

などの発育や機能的な発達と足並みをそ ろえ て， 経年的に漸次発達し ていく ことが確か め
られた。 その過程で， per for manceも経年的に着実に増大し ているとみられる。

子供 達は ， 走れるようになる 2 オ前後には ， また ジ ャ ン プするた めに必要な身体的能力
をそなえ ているが， 立 幅 跳を行なう 場 合は， 初期には 踏切時間が短かく ， 身体の屈 曲や伸
展も 少なく ， 腕・脚の動 作も 未 熟で未調整である。

したがっ て， 水平の距離を 跳 ぶた めの 跳躍というよりは ， 片足先行による s teppi ngや
さらに進んでも 両足をそ ろえた ホ ッ プ （ bipedal-hop) に近い Jumpi ngPatter nでしかな

しかし， 経年的に腕や脚の動 作が個々に有効な動 作へと進歩するとともに， 相互に 同調
されるようになり ， 身体の各関節の運動 範囲の増大や， 下腿の前傾の深まりによって 前方
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へ の 水平距離を求め る Jumping Pattern へ の 発達がみ られ る 。

今回 の 2 オか ら 6 オ ま で の 幼 児 の Jumping Pattern の発達傾向 は ， 2 オ以前の 年少の

子供に お け る Jumping Pattern の 出 現に 引 き 続 く も の で あ る と と も に， そ の後 の mature

pattern へ の 洗練 の 過程へつ ら な る 一連 の 発達過程 と し て と ら え る こ と がで き る 。

IV 総 括

以上 の よ う な 結果 と 考察か ら， 2 オか ら 6 オ ま で の 幼児の 立幅跳 の 踏切動作 に お け る

Jumping Pattern の 発達 に つ い て ， つ ぎ の よ う な い く つか の知見を 明 ら か にす る こ と が

で き る 。

1) 幼児の立幅跳 で の 踏切時間 と 滞空時間は ， と も に経年的に増大す る 。

2) 踏 切 で の 予備的な かがみ込み に お け る 腰関節 ・ 膝関節 の 屈 曲， お よ び踏切 の 瞬 間に

お け る 腰関節 ・ 膝関節 ・ 足関節 ・ 中足骨関節 の 伸展は， い ずれ も 経年的に増大す る 。

し た が っ て ， 踏切動作で の各関節の運動範囲 も 経年的に増大す る 。

3) 踏切 の 瞬 間におけ る 身体 の 前傾は経年的に増大す る 。 ま た， 下 腿 の前傾角度は か が

み 込ん だ 状態で の 踏切動作 の初期か ら踏切 の 瞬 間 ま で ど の幼児 も ほぼ constant であ

り ， そ の 前傾角度は経年的 に よ り 深 ま っ て い く 。

4) 踏切にお け る 両足 の 同時 性に つ い て は， 2 • 3 オ児では 片足が先行す る stepping­

off タ イ プ の 者 が 多 い が， 経年的 に stepping-off は減少 し ， それに対応 し て 両足 同 時

踏切をす る 者が年令が増す に つ れ て 増加 し ， 6 オ児で は ほぼ両足同時踏切が完成す る 。

5) 立幅跳で の 腕 の 動作は， 初期 に は winging タ イ プや 外側へ の 引 き あ げ タ イ プな ど

未熟 な タ イ プを示す者が大部分であ る が， 両腕 の 前方 ス ゥ ィ ン グが経年的に増 大 し ，

さ ら に， 熟練者 にみ られ る 後方か ら前上方へ の 有効 な ス ゥ ィ ン グをす る タ イ プが増加

し， 6 オ児では 57% が こ の mature pattern を示 し て い た。

こ の 研究は ， 文部 省科学研究費に よ る 「幼 児の運動能力 の 特性 と そ の 開 発に関す る 研

究」 の 一部 と し て 行 な われ た も の であ る 。
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